
Ａ. 研究目的

薬害スモンの後遺症による身体活動の制限を余儀な

くされるスモン患者さんに対する検診は全国各地で行

われている｡ 北海道では､ コロナ禍以前ではスモン患

者に対するスモン健診は地区リーダーのもと､ 専門医

師・地元医師・保健師・理学療法士､ 行政担当課職員､

スモン基金事務局､ ボランティアによって運営されて

いる (1.2.3.4.5)｡ リハビリテーション検診はコロナ禍

以前ではスモン患者に対して､ 個別訪問､ 集団検診に

おいて実施してきたが､ コロナ禍においてはスモン病

の基礎疾患があり高齢者が多いスモン患者との対面で

のリハビリテーションに関する調査研究の実施が困難

なため､ アンケートによる調査もしくは失明者には電

話による聞き取り調査を行う｡ その調査結果をもとに

患者の状況把握を行い､ 問題点に対する提案､ サポー

トを行い､ 患者が安心して生活が送れるための一助と

なることを目的とする｡

Ｂ. 研究方法

現況調査アンケートを作成し､ 道内で過去にリハビ

リテーション検診を受けたことのあるスモン患者 21

名 (4 名が失明状態) を対象とし､ 郵送によるアンケー

ト調査を実施する｡ 質問内容は心身面の現況について

は 3 項目とし､ ①日常生活動作の変化について､ ②リ

ハビリについての質問・要望について､ ③現在の不調

と新型コロナの影響についての他困っていることにつ

いてであり､ 失明者の患者には同一の内容について電

話による聞き取り調査を行う｡ 集計後､ 全体の傾向と

個々人の意見を集約し､ 検討とそれをもとに患者へア

ドバイスを行う｡

Ｃ. 研究結果

調査表発送 21 件に対し回収は 20 件であり､ 回収率

は 95.2％であった｡ 全員女性で平均年齢 81.5±8.3 歳

であった｡ 心身面の現況調査は前回の検診と比較し､

室内移動では変化なし 6 名､ やや困難 10 名､ 困難 3

名で困難比率は 68.4％であった (図 1)｡ インターネッ

トは利用せず 16 名で 80％が利用していない｡ 社会生

活する上で一層困難になったことは買い物､ 通院など

の参加制約が 9 名であり (図 2)､ 現在の不調にコロ

ナが影響していると答えた人は 10 名の 50％であった

(図 3)｡ 困っていることや､ 疑問についてのアンケー

ト内容は不安の訴えが多かった (図 4)｡

Ｄ. 考察

スモンと加齢による身体への影響の訴えが､ ADL
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研究要旨

北海道に在住のスモン患者 21 名に対してリハビリテーションに関する現況調査アンケー

トを送付し 20 名から､ ①日常生活動作の変化について､ ②リハビリについての質問・要望

について､ ③現在の不調と新型コロナの影響についての意見をいただいた｡ 結果は､ スモン

と加齢による身体への影響の訴えが､ ADL では室内移動に困難さが約 7 割であった｡ IADL

では通院､ 外出制限に加え､ 精神的不安の訴えが多く見られた｡ コロナの影響は､ スモン患

者に身体的にも精神的にも及んでいた｡ そして個別対策として､ 冷感対策のグッズや拡大鏡

の提供､ 運動プログラムの作成・指導が必要とされた｡
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では室内移動の困難さが約 7 割であった｡ IADL では

通院､ 外出制限であり､ 精神的不安の訴えが多く見ら

れた｡ コロナの影響は､ スモン患者に身体的にも精神

的にも及んでいた｡ 個別対策として､ 冷感対策のグッ

ズや拡大鏡の提供､ 日常生活の中で行える運動プログ

ラムの作成指導､ 精神的な不安を少しでも和らげるフォ

ローが必要である｡

Ｅ. 結論

コロナ禍においてスモン患者さんは不安要素が増大

しているため､ さらなるサポートが必要とされる｡
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図 1 前回の検診以後､ 日常生活の動作に変化について

.

図 2 リハビリに対する質問・要望について

.

図 3 現在の不調のきっかけにコロナの影響の理由

.

図 4 困っていることや疑問についての内容


